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　鳴門教育大学特任教授　森田洋司先生（78歳）におかれましては，令和元年12月31日，
多臓器不全のため逝去されました。
　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
令和元年度
鳴　教　大
教育・文化フォーラム
第 45 回
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第45回　鳴教大　教育・文化フォーラム実施要項
テーマ：『これからの教育の在り方を考える－生徒指導の果たすべき機能と役割－』
1 ．趣　旨 近年，SNS の普及，ICTや AI の進化など，社会は大きく変化しています。こうした
変化や影響は，学校教育の現場に及んでいます。社会情勢や学校の実状，そして生徒
指導の役割を鑑み，今後の教育の在り方を展望したとき，子どもたちの健全な成長と
人格形成をめざす生徒指導の果たすべき機能をどのように働かせればよいのか，今日
本の教育を先導している著名な方からお話を聞き，皆様と共に考えていきたいと思い
ます。なお，今回のフォーラムは，日本生徒指導学会の開催にあわせて実施しており，
県内外の教育関係者が集います。
2 ．日　時 令和元年 8月 8日㈭　 9：30～12：00
3 ．会　場 鳴門会場：鳴門教育大学講堂（鳴門市鳴門町高島字中島748）
阿南会場：つながルーム阿南（阿南市立大野小学校多目的教室）
美馬会場：つながルーム美馬（美馬市役所北館内会議室）
※　阿南会場，美馬会場は遠隔講義システムを用いたサテライト型講演
4 ．対　象 現職教職員，学生及び一般市民
5 ．定　員 鳴門会場　300人
阿南会場　 30人
美馬会場　 30人
6 ．主　催 国立大学法人　鳴門教育大学
7 ．共　催 鳴門市教育委員会
8 ．協　力 阿南市教育委員会，美馬市教育委員会，日本生徒指導学会
9 ．後　援 徳島県教育委員会，徳島県国公立幼稚園・こども園長会，徳島県小学校長会，
徳島県中学校長会，徳島県高等学校長協会，NHK放送局，徳島新聞社，四国放送㈱
10．日　程 9：00～12：00
9 ：00　受　　　付（鳴門教育大学学術情報推進課，鳴門市教育委員会）
9：30　開　　　会
　　　　挨　　　拶：山下　一夫（鳴門教育大学　学長）
　　　　　　　　　　安田　　修（鳴門市教育委員会　教育長）
　　　　司会・進行：阪根　健二（鳴門教育大学　地域連携センター所長）
9：45　講　　　演
　　　　　『これからの日本の教育と生徒指導を考える
　　　　　　　　　　　－児童生徒の「社会的なリテラシーの涵養に向けて」－』
　　　　　講師　森田　洋司（日本生徒指導学会会長・鳴門教育大学大学院特任教授）
12：00　閉　　　会
－ 1－

（総合司会　阪根）
　お待たせいたしました。これより「第45回鳴教大教育・文化フォーラム」を開催します。
　私は，本日の総合司会を務めます鳴門教育大学地域連携センター所長の阪根です。どうぞよろしく
お願いします。
　それでは，開会にあたり主催者を代表いたしまして，鳴門教育大学学長，山下一夫より，ご挨拶を
申し上げます。
（鳴門教育大学　学長　山下　一夫）
　皆さん，おはようございます。ご多用中にも関わらずお集まりいただきまして，誠にありがとうご
ざいます。主催者を代表して，一言ご挨拶を申し上げます。
　この鳴教大教育・文化フォーラムにおいて，この数年，台風のために当初予定していた講演者が急
きょ来られなくなったということがありました。今回はと言いますと，台風は大丈夫だったのですが，
講演者のお一人の方が，諸般の事情でどうしても来られなくなりました。ご本人も大いに楽しみにさ
れていましたし，非常に残念がっておられ，参加者の皆さまに是非よろしくお伝えくださいとのこと
でした。主催者としても誠に残念です。どうかご容赦ください。
　そこで，今回講演していただく森田洋司先生，もう皆さんよくご存知だと思いますが，日本生徒指
導学会会長であり，本学の特任教授でもある先生に，二人分の講演をお願いしましたところ，「前々回，
台風で講演に来られなくなったこともあるから」と快諾していただきました。森田先生にはご無理を
言いますが，どうかよろしくお願いいたします。
　結びとなりますが，鳴門市教育委員会教育長，安田修様をはじめ，本日の開催に向けて準備運営を
担っていただきましたスタッフの皆さまに，この場を借りてお礼申し上げます。
　甚だ簡単ですが，以上で私の開会の挨拶とさせていただきます。皆さん，大いに勉強しましょう。（拍
手）
（総合司会　阪根）
　ありがとうございました。続きまして，本フォーラムの共催者であります鳴門市教育委員会教育長，
安田修様より，ご挨拶をお願い申し上げます。
第45回　鳴教大　教育・文化フォーラム
「これからの教育の在り方を考える－生徒指導の果たすべき機能と役割－」
令和元年 8月 8日㈭
【開会】
【主催者代表挨拶】
－ 3－
（鳴門市教育委員会　教育長　安田　修）
　おはようございます。ご紹介を賜りました鳴門市教育委員会教育長の安田修です。「第45回鳴教大
教育・文化フォーラム」の共催者の一員といたしまして，一言ご挨拶を申し上げます。
　夏休みも半分が過ぎましたが，本日このように大勢の先生方のご参加をいただき，誠にありがとう
ございます。
　鳴門市教育委員会は，「鳴教大教育・文化フォーラム」の共催団体の一つに加えていただき，鳴門
教育大学と共に教育における様々な課題について取り組んでいます。そこで，本フォーラムの参加に
つきましては，鳴門市の先生方には義務研修という形で全員参加を原則とさせていただいています。
　ご多忙の中，市内すべての先生方が一堂に会して研修することはなかなか難しいのですが，本日の
半日研修に専念をして，実りのあるものにしていただきたいと思っております。
　また，毎年こうした研修の場をご提供いただいております山下学長先生をはじめ，鳴門教育大学の
先生方，職員の皆様方に心から感謝を申し上げます。
　さて，今年度のフォーラムは「これからの教育の在り方を考える－生徒指導の果たすべき機能と役
割－」をテーマとしています。
　近年益々，都市化や少子化，情報化などが進展をする中で社会全体で様々な課題が生じており，そ
れに関連し児童生徒の問題行動等の背景には規範意識や倫理観の変化が関係しているのではないか，
との指摘があります。
　このような状況において，学習指導要領に定めていますように，生徒指導は一人ひとりの児童生徒
の人格を尊重し，個性の伸長を図りながら社会的資質や行動力を高めるように指導・援助するもので
あり，時代の変化にも対応しながら子どもの発達段階，学校段階に応じた生徒指導を進めていくこと
が求められます。
　もとより生徒指導は，学校がその教育目標を達成するための重要な機能の一つであり，児童生徒の
人格の形成を図る上で大きな役割を担っています。しかしながら，ともすれば学校における生徒指導
が問題行動等に対する対応に留まる場合もあることに対し，学校教育としてより組織的・体系的な取
り組みを行っていくことが必要であることが指摘をされています。
　そういった点を克服するためには，すべての児童生徒に対して必要な働きかけが十分に行われてい
るかどうか，その成果はどうかを確認しながら次の取り組みを行っていくことが必要でありましょう。
　すなわち，自校の児童生徒をどのような児童生徒に育てていくのか，どのような働きかけがあれば
望ましい大人へと成長，発展していってくれるのか，その考えを常に念頭に置きながらそれが実現す
るような働きかけを計画的に行うことと併せ，それと同時に臨機応変に行われる時々の働きかけにつ
いても，同じ一つの方向性の中で為されていくようにすることが求められています。
　本日はこの後，本学大学院の特任教授・日本生徒指導学会の会長の森田洋司先生から，「これから
の日本の教育と生徒指導を考える－児童生徒の社会的なリテラシーの涵養に向けて」と題したご講演
をいただくこととなっています。
　今日の我が国の教育を先導されている森田先生のお話は，日々教育情勢，学校現場において子ども
たちの健全な成長と人格形成を担う私たちにとっての重要な道しるべになることに違いありません。
【共催者代表挨拶】
－ 4－
本当に貴重な機会をありがとうございます。
　最後になりましたが，本フォーラムの開催に向けて種々ご尽力を賜りました鳴門教育大学の山下学
長先生をはじめ先生方，職員の皆さま方をはじめ関係の皆様方に改めて感謝を申し上げますとともに，
本会場ならびに阿南会場，美馬会場にご参加の先生方の各学校での教育の一層の充実をお願いとご期
待申し上げまして，ご挨拶とさせていただきます。
　本日は皆さま方，どうぞよろしくお願いを申し上げます。（拍手）
（総合司会　阪根）
　ありがとうございました。以上で開会行事を終了いたします。
　本日は，鳴門会場以外に 2会場を設定しております。こちらの画面には阿南および美馬会場が映っ
ていますが，これは本学が行っております「サテライト事業（遠隔研修）」を活用しております。
　準備が整いましたので，基調講演に移ります。講演の演題は「これからの日本の教育と生徒指導を
考える－児童生徒の社会的なリテラシーの涵養に向けて」と題しまして，日本生徒指導学会会長・鳴
門教育大学大学院特任教授，森田洋司先生にお願いしております。
　森田先生は，愛知県のご出身で，大阪市立大学大学院博士課程を修了後，愛知県立大学助教授，大
阪市立大学教授，大阪樟蔭女子大学教授・学長を歴任され，現在，大阪市立大学名誉教授，大阪樟蔭
女子大学名誉教授，そして本学の特任教授です。
　専門は社会学です。今日は，生徒指導として「社会的なリテラシー」というのはどういうことなの
か，これが生徒指導の最終目標であるということなどについてお話しいただきたいと思います。
　それでは，森田先生よろしくお願いします。では皆さん，拍手をお願い申し上げます。（拍手）
【基調講演】　『これからの日本の教育と生徒指導を考える
－児童生徒の「社会的なリテラシーの涵養に向けて」－』
講 師　日本生徒指導学会会長・鳴門教育大学大学院特任教授 森　田　洋　司
（日本生徒指導学会会長・鳴門教育大学大学院特任教授　森田　洋司）
　今日は，「これからの日本の教育と生徒指導を考える」ということですが，現在は，時間のスパン
を長く取るか，あるいは短く取るかというのが見定めるのが難しいところに差し掛かっており，こう
した中で，様々な変革・改革が進んできています。
　私が今日お話しするのは，これまでの日本の教育と言いましても，明治時代とか近代社会というこ
とではなくて，平成に入ってから新しい教育基本法が改正され，この動きとその後の一連の教育改革
というところに絞りながら，これからの生徒指導のためにどういう具合にやっていけば良いか，それ
が社会にどのような影響を与えるかというところへ話を絞らせていただきながら，生徒指導とは一体
どういうものかということも併せて皆さまにご理解をいただく。こういう構想でお話をさせていただ
きます。
－ 5－
　現在，文部科学省，あるいは政府の方でも第 3期の教育振興基本計画ができています。それを拝見
しますと，だいたい2030年ぐらいは，ほぼどういう社会を作っていけばよいか，見通しを立てていま
す。見慣れない方もいるかもしれませんが，私も最初はこれは何だろうと思いましたが，「超スマー
ト社会（Society 5.0）」というタイトルが出てきています。
　この5.0というのは，私たちの人類社会において，最初は狩猟採集，それから農耕，それから工業
社会，そして情報社会，こういう順番で進んできました。その第 5を5.0，この産業革命といわれる
ものがこれから予想されます。それに向けて，時代が差し掛かっています。
　これは，ICTの活用であり，人工知能というものを巡りながら，設備費をどれだけ確保しながら，
どれだけ皆さん方個別のニーズに応え，あるいは社会が現在抱えている課題というものに解決策を与
えるかを，少なくともサイバー技術，プラットフォームを作って，社会の課題を解決していくもので
す。
　この大きな変革が，徐々に生活の中でも始まりつつあります。運送業者がドローンを飛ばして，そ
してなかなか人の届かないところへ荷物を配送するという仕組みを少しずつ開発したり，あるいは人
工知能も，既に車の中に導入したりして，事故対策あるいは自動運転をどれだけ可能にしていくのか
ということが進んでいます。
　例えばこれらを見てみますと，既に私たちの働き方，あるいは雇用環境，あるいは職業の構造とい
うものが変わってくるということです。この「超スマート社会」について，アメリカの社会学者は，
おそらくこれから 5年～10年すると，現在の仕事の半分ぐらいは入れ替わっているような社会がやっ
てくると言っています。
　当然，産業構造も大きく変わります。産業構造が変わると一時的には職種そのものが大きな変革を
受けます。その時にどう備えていくのかは，私流に表現しますと，終身雇用制のサラリーマンを養成
していくようなキャリア教育ではもうもたなくなります。つまり自分の今勤めている仕事，あるいは
やっている仕事が，いつ何時色んな新しい仕事に替わるかも分からないので，その適応力が求められ
ています。
　そして，会社そのものも安泰であるかどうかは分かりません。吸収合併を重ねながら色々変革が進
んでいきます。こうなりますと，それぞれの仕事の場というのも変わらざるを得ません。その状況・
状況に合わせて，それぞれがまた選択肢を可能にする幅を増やして，広げていかなければいけない，
こういう社会に変わっていくでしょう。
　となりますと，「僕は将来，大企業へ勤めて会社員になって…」，まぁ企業に入るんだというのが，
今までのプロセス，教育ですね。そういう人生のコースというのは，ある意味では残る部分もありま
すが，ほとんどは違った形になります。既にそういう今までの雇用形態，雇用が安定した安定雇用に
就いている方がどんどん減りつつあります。不規則・不安定，あるいは自由度のある，あるいは自分
の得意・専門を活かした仕事がどんどん増えます。
　それぞれがその状況・状況の変化に上手く適応できるような人材。「僕は将来○○になりたいんだ」
という一本線ではなくて，複数のものが掴み取れます。しかもその場面・場面で，それが上手く適応
できる力，こういうものを子どもたちに育てていきます。要するに「キャリア教育」も，大きく変わっ
ていかざるを得ません。生徒指導を考える場合には，生徒指導を広く捉えますと，ある意味では自分
づくりの一環であり，それが社会でいかに役立つかということをこれから考えていく必要があると言
えます。
　キャリア教育は，生徒指導は別だという方がいますが，キャリア教育は社会を担った，あるいはこ
－ 6－
れからの我が国の社会像を担う人材を育成するだけでなく，夢を持ち，上手く自己実現させながら，
社会に参画をしていくような人材を育成していかなければいけないというように，キャリア教育も変
わっていくことが求められています。現在のキャリア教育が目指しているところは，具体的な職業教
育というキャリア教育ではなく，おそらく幼稚園・小学校辺りからキャリア教育を進めていくという
のは，ドラえもんみたいに，色んな自分の関心・興味のポケットを増やしていくことだと考えられま
す。そしてその状況・状況に合わせて，そのポケットから出していき，自分の夢とか自己実現に結び
付ていきます。こういう資質を養成するというのが，これからの進め方でしょう。
　生徒指導というのは，こういう具合に社会にどう役立つ人材を，あるいはそれを担う人材を育てて
いくかというのが 1つの大きな仕事になります。このキャリア教育の考え方を導入していかなければ
いけない訳で，これだけでも生徒指導の在り方というのは新しい課題を抱え，それにどう応えていく
かを，我々は検討していかなければいけないという時代に差し掛かっています。
　それを今日は前段で，そこまで30年後までは見通せませんが，それを見ながら既に日本の社会のあ
ちらこちらで始まっているその動き，この足音を聞き分けながら，どう進めていくのかということを，
やはり今の段階から考え，そして我々も，私は日本生徒指導学会を預かっていますが，そういう学会
の研究体制，あるいは皆さん方との関わりというものも少しずつ変革していかなければいけないと
思っています。こういうことについて，皆さんと一緒に考えていきたいと思っています。
　今日のお話しはそこまでは触れませんが，一応これまでの一連の教育改革と，それから在り方を考
える場合には，今お話ししたように，これからの日本の社会の新たな社会モデルというのはどんなも
のかというのをまず見定めていかなければいけないと思います。そして，そこで育成すべき人間像と
いうのはどういうものかというのを位置づけて，そしてそれがそれを踏まえたらどのような生徒指導
の在り方が望まれるのか，この 3点を，生徒指導を考える上で，これから色んな関わりを持っていく
べきだろうと私は考えています。
　一連の教育改革で，今日取り上げるのは平成18年度改正の「教育基本法」という流れの辺りからで
すが，当然この前には「教育振興基本計画」という国の大きな教育振興基本計画があります。その下
で教育基本法が改正されました。その第 1条「学校教育の目的」で，これまでにもあったのですが，
より強調されたのは，人格の完成だとか心身共に健康な国民の育成というのと同時に，社会の形成者
だと，この視点が非常に強調されました。
　これに関連する法令である19年改正の「学校教育法」でも，「主体的に社会の形成に参画し，その
発展に寄与する態度を養う」と，法の中にしっかりと埋め込んでいます。第21条の 1項ですが，「学
校内外における社会的活動を促進し，自主，自律及び協同の精神，規範意識，公正な判断力並びに公
共の精神に基づき主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養うこと」とあり，ここ
にある「自主・自律」は，非常に重要な単語です。「オートノミー（Autonomy）」と言いますが，単
に自主ということで主体性だけではなくて自らを律するという，この考え方，これが非常に大事な考
え方になります。
　あとでお話ししますが，社会がどんどん自由度を増し，解放が様々な領域で行われてくると，場の
縛りが非常に緩くなり，それぞれが勝手な自主で自分勝手なことをやり出し，社会が滅茶苦茶になり
ます。その滅茶苦茶になるところを，それぞれが自ら律するという「オートノミー」，これがなけれ
ばそれぞれの社会，あるいは集団も組織も個人も立ち行かなくなって，ある意味では「アノミー
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（Anomie）」と言いますが無規範状態，無秩序状態の中に巻き込まれていくという循環を示します。
　それにブレーキをかけるのが，この自律性と言われるものです。規範意識はこれに入りますし，公
共の精神，これもやはり考えていかなければいけない事柄です。公共といえば，よく教育で言う一人
称“わたし”，それから二人称“自分と相手”，それから三人称“そこにいる彼・彼女”という，三人
称は複数ですが，そしてそれを超えた更に広い社会というものを睨みながら，自分をどういう具合に
律していくかということです。
　そして，その皆さん方の福利を図りながら，自らも自分がそこで自己実現を図るという公共の精神
も大事です。それを主体的に社会の形成にこういう資質を見つけて参画するというのが非常に大事に
なります。
　この流れを受けて，生徒指導のバイブルの「生徒指導の手引き」が，29年ぶりに改正されました。
そして，その基本書として『生徒指導提要』が発行されました。これは市販で非常に安く手に入るの
で，お求めいただければ良いと思います。
　この中に，生徒指導の最終目標，つまり今までの生徒指導は「自己指導能力」の育成が，非常にウェ
イトが高かった訳です。この自己指導能力も，もちろん当然それを踏まえなければいけません。これ
は人格の完成にとってはなくてはならない要件です。
　それに，社会の形成者あるいは発展に寄与する態度というものを加えると，最終目標は「社会的な
リテラシーの涵養」ということになり，これがこの生徒指導の最終目標として，生徒指導提要の最後
に締めくくりとして，これからを担うとか，視野に入れるという目標が立つのです。これを今どうい
う具合に具体的に下ろしていくのかというのが模索される段階になっています。
　そういう様々な流れの中で，新しい学習指導要領が，20年に告示され，現在実施されていますが，
この中で「社会に開かれた教育課程」など，いくつかの改正ポイントがありますが，主としてこれに
関わってくるのです。あるいは，教育課程だけではなくて「社会に開かれた人格形成」も必要になっ
てくる時代に入ってきたというのが，全体の教育行政の流れの中の一つ大きな流れだと捉えていただ
きたいのです。
　なぜこういうことが起こってきたのかということを考える前に，改めて生徒指導というものを整理
すると，生徒指導はよく「問題対応型」といわれ，あるいは以前は「消極的・積極的」という言葉を
使ってきました。あまり消極的・積極的というのはよくないので，最近はこういう言葉を使いません
が，要するに問題に直接対応していくことを，問題解決的あるいは未然防止的な生徒指導，それから
育てる生徒指導というのは成長を促す開発的生徒指導，こういう具合に大きく区分できると思います。
　こうなると，先生方は単に生徒指導主事やそれに関わる方だけが担うのではなくて，また，これら
の事柄は，一部の児童生徒だけではなく，すべての児童生徒が対象になります。なおかつ，問題が出
た場面だけではなくて，この成長を促す開発的な生徒指導は，豊かな心と健やかな身体，あるいは知
識や技術を社会的な場面で実践し行動する力が重要となり，もう既に新しい学習指導要領内に入って
います。
　また，自己と社会のつながりの中で，学習課程あるいは教科においても生徒指導を，どのようにそ
の中で潜在化させ，潜り込ませて内在化させるか，今までは生徒指導と教科とは車の両輪だと言って
両方を回していました。もちろん軸はつながっていますが，もっとその軸をつなげるだけじゃなくて
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一体化して，実際の車だったら混乱しますが，右の車輪が左へ，左の車輪が右とか，その中でやって
いくことが大切なのです。
　だから，授業の規律だけ，授業時間になったら机の前に座ってなさいとか，授業中はどうしなさい
とか，こういうような授業規律というのは，単に授業の枠組みを準備するだけの生徒指導であって，
本来のこの一体化だとか，あるいは内在化とかいうものとは程遠いのです。教科の中で人間を育成し，
その子の可能性を開発していく生徒指導というのをどういう具合に展開していくかという，自らの教
科のカリキュラムの教育のプログラム，この中へ生徒指導の観点を入れていくことがこれから望まれ
ています。
　私は，いじめ問題や色んな問題解決を中心に研究を進めてきました。現在「いじめ防止対策推進法」
に基づいて各学校で基本方針というのが義務付けられていますが，全国各地を歩いてみますと，どう
もそこに具体性がないのです。極端にいうと，神棚に上げてあるお守りみたいで，いざという時には
「あります」みたいな感じなのです。基本方針は，文科省も地方自治体はそれぞれ努力目標というこ
となのですが，各学校の基本方針は，具体的で効果的なものというのが当然です。それでいじめの防
止対策をやっていくのですが，なぜそれを神棚に上げるのか理解できません。そこには，いじめの基
本方針と，その学校が毎年立てられる基本方針があるのは当然ですが，きちんとした教育計画もある
はずなのです。しかし，教育計画を見てみますと，ここでアンケート調査をやる，ここで校内の研修
をやるぐらいのところが，スケジュールに書いてあり，その他がないのです。
　本来は，その基本方針で自分の学校では何をしないといけないかを考え，どうも子どもたちの人間
関係の幅が狭くなっているとすれば，多様な人と一緒に仕事をしたり，あるいはチームを組んだり，
あるいは多様な人との交流はないと，そういう人格はなかなか育たないのです。
　現在の家は密室化しています。まさにプライバシー空間です。だから昔みたいに縁側に座り込んだ
大人が「おい，ぼうず！」みたいな，こういう世界ではなくなってきています。となってくると，多
様な大人との出会いがありません。大人との出会いは，自分の社会モデルや成長のモデルをみる機会
であり，「こんな人になりたいな，こんな大人になったら面白いな，人生は楽しいだろうな」という
ことが，一つのモデルになります。あるいは逆に「こんな人にはなりたくない」という印象を持つ場
合もあります。そういう多様なモデルが人間を育てていきます。
　ところが，我々の今の社会というのは非常に狭くなっています。そうすると学年が変わるごとに，
あるいは学年の途中でも学期が変わるごとに友達が変わるし，人間関係というのは非常に薄く，多様
には適当に合わせますが，薄っぺらくないでしょうか？
　というようなところでは，好き嫌い，好悪反応，これが前面に出てきます。そうすると嫌いな人，
苦手な人，合わない人というのは全部避ける傾向が強くなります。そうすると，自ずと人間関係が非
常に単純化してきます。この中で育ってくる子どもは，気に入らなかったら，すぐ終わり，というよ
うなことで，いじめがすぐ出てきます。多少の違いを楽しむという特性が子どもたちから消えてしま
います。
　そこで何とかしないと考え，年度を通して，多様な人間関係を形成していくというプログラムを，
子どもにとっては必要だと思って実施するのが，学校の基本方針ですし，いじめの基本方針に立てる
ことも，ある意味では基本計画なのです。
　その次に，どう具体化するかというのを，しっかりと具体的にそれぞれの学校で決めていきます。
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それに基づいて 1学期はここまで， 2学期はここまで，誰がどう実行すると，要するに計画というの
はそれで成り立っていきます。ところがいじめに関して具体的な計画を立てているところはほとんど
ありません。
　更に，私が見ていてもう 1つ疑問に思うのは，それぞれの学校に教育基本計画，その教育基本計画
と，いじめ防止対策推進法が求めている基本方針とが，年間計画とどうリンクしているのか。ここの
リンケージもないのです。そうしたら先生方にとっては，そんなものは　“おつりの仕事”というか，
余計な仕事になってしまいます。
　ということは基本計画そのものが，それぞれの学校に義務付けられた基本方針は，まさに空洞化で
す。お守り札だけです。「ありますよ。義務付けだから仕方ないから置いておきます」となってしま
います。具体化なんてものは全然図られません。それは当然のことです。システムがそうやって動い
ているのです。
　これでは何の効果もありません。だから，せっかく決めてある良いことを上手いこと実現していか
ないし，子どもたちのためにもならない，こういう循環が起きます。例えばいじめを取り上げても，
そういうところに問題が出てきているというのが 1つの大きな問題です。
　生徒指導というのは，特定の先生が別の仕事でやるのではなくて，本来の子どもたちを育成してい
くという，確かな学力を習得して生き抜く力を養い培っていくという大きな教育目標があります。こ
れは日本全国の自治体で策定されている教育基本計画の中にも埋め込んでいます。これを達成するた
めには，教員全員が生徒指導であって，教育課程の内外に亘る指導を考えていかなければいけません。
これが生徒指導といわれるものです。しかし，どうも現場を見ていますと，「余計な仕事をやらされ
てるな」とか，「忙しいな」というところが出てきます。そこのところをまず大きく意識改善をする
ことが，この生徒指導の現在の大きな課題になっています。
　学力，それからそれ以外の人格的なものを含め様々な力，ある意味では生き抜く力，こういうもの
を培っていくような能力を育てるためには，単に点数，結果，学力，到達度テストだけで済むという
問題ではないのです。
　だから私は最近よく言うのですが，人間の地頭を褒めるということを考えないといけません。地頭
というのは，よくご存知のようにカツラを取った地が地頭です。この地頭は，それぞれの方が持って
います。人間の能力・資質もそうなのです。だから私の捉え方は，テストの点数は，現場の先生方に
とって，上げようとするのはそう難しいことじゃないと言われます。とにかく一定のことをやれば良
い訳です。要するに，カツラを上手く作ってやれば良いので，そこは補っていくことができます。と
ころが，本当に必要なのは，社会に出てから，どれだけその力を上手く働かせて，そして社会の形成
者になるか，あるいは自分自身の夢を叶えていくか，こういう力が必要になってきます。これはまさ
に生き抜く力であり，学力にしても“確かな”というのが付くのは，そこで，つまり地頭を褒める，
ここのところをこれからは色々と考えていかなければいけません。
　ということは，地頭というのは，教科のフローと私は言っていて，いくつかレベルを引いてますが，
インフラみたいなもので，フローはだいたい例えば公式を覚えたり色んな知識を覚えたりしますが，
これは情報の流れですから，時代と共にどんどん変わります。そのフローを学びながら，いかにイン
フラの中へ下ろしていくかです。そこのところは驚きであり好奇心であり，あるいは時には怒りであ
り，あるいは色んな感情であり，そういうものが下りながら学習の意欲，あるいは学力の面へ反映し
ていきます。そういうインフラへ届くようなカリキュラムを，上手くフローとして使っていきます。
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　つまり実用の社会の中では，これから益々そうなのですが，ある知識がどういう具合に使われてい
るかが重要です。例えば磁力なら，磁石とかを小学校で教えるとしても，単にNと Sと言って図式
をひいて，「こっちがNだよ，Sだよ」と教えることが，フローです。ここで驚きを引っぱりだそうと，
セルロイドの上に鉄粉を撒いて，「種も仕掛けもあれへん，ちょっと来て触ってみて，何もないやろ」
と言って，「ちょっとこの磁石を持ってきて」とすれば，パァーッと鉄粉が走ります。そこで，「うわー」
という声が聞こえてきます。これがある意味では，好奇心や驚きみたいなものです。これが，社会の
中でどう使われているのか。「リニア新幹線がもうすぐ走るやろ，あれもそうやで」，「すごいやろ！」
と，色んなところで実用の中でそれが使われていることを教えるのです。また，ジオラマを見に行っ
て，磁力の流れがまったく違うのは何でだろうと，深い話に発展させるのです。そうすると，日本列
島の成り立ちみたいなもの，つまり，地殻変動と大きく関連していることに感動を覚え，色んな知識
がそこにまとわりつきながら，好奇心がどんどん膨れ上がっていく訳です。これがインフラというも
のです。
　知識は単にN・Sであっても，地球上で発している磁場の関係など，それがどういう具合にされて
いるのかということを子どもたちに下ろすことによって，そこで関心がどんどん広がっていきます。
そうすると，「理科って面白いなあ」ということになります。そこへこれから ICTが出てきますので，
サブ教材といわれるものがどんどん広がっていきます。
　そうなると，「Society 5.0」と言われるものが徐々に拡大しながら，次の世代の資質・能力といい
ますか，そういう情報を活用し，そしてなおかつ ICTを使いながらどれだけ深く考えていくかとい
うことを磨いていくというのが非常に大事なことになります。
　Society 5.0などの改革が出てきますと，例えば学校でも色んな ICを使ったり，AI の技術を応用し
たりして，技術的には働き方が随分楽になります。それはそれで良いのですが，本当に先生方でなけ
れば関われない子どもたちとの会話，あるいは保護者との関係，この中で出てくる人間的なつながり
と信頼，あるいはそういう人間関係みたいなもの，これは人でないとできません。これが生徒指導の
コアとして残ります。だから非常に大事なところは，やっぱり人間が担っていかないといけません。
その他の部分は，機械がやります。つまり，AI が助けてくれる，こういう社会へ向かっていきます。
だから，機械だとかAI とか ICTとか色んな言葉が並びますと，皆さん方，これは私たちの仕事はど
うなるか分からないというのではなくて，純化していく部分があるという訳です。生徒指導もそうで
す。そこのところが非常に大事なところです。そういう流れの中で，生徒指導を深めるということに
なります。
　そうなりますと，益々先生方も含め，教員全員が生徒指導という視点が非常に重要になってきます。
だいたいこれで生徒指導というものが如何なるものか，あるいはどういう働きをしなければいけない
のかということがお分かりいただけたと思っています。講義だったらここで「質問！」とか受け付け
るのですが，今日は講演ですので，続けてまいります。
　そこで，今の一連の教育改革の方向性と生徒指導の在り方，これを読み解くキーワードというもの
を述べたいと思います。少し自己紹介をしますが，私は，元々，教育学が専門ではなく，社会学者で
す。だから絶えず教育というのも単に社会の現象としてあるのではなくて，教育とはある意味では社
会・時代と，そこに関わる人々，この三者，この時代と社会と人間との交互作用の関数だと思ってい
ます。
　交互作用というのは，単に影響を受けて教育が決まるというのではなくて，教育も社会の有り様で
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あり，これからの時代の有り様を決めていくという作用といえます。だから常に教育を読み解いてい
く場合には，この社会と時代とそれからそこに住む人間，そこで生活する人間，この三者を視野に入
れながら読み込んでいきます。こういう作業を私は生
なりわい
業としております。
　その読み解く 1つの考え方として，この「プライバタイゼーション（privatization）」という概念
を立てています。これは日本独自のものではなく，欧米社会でもみな同じように社会の成長と経済の
成長と人間の様々な生活が豊かになると同時に，こういう傾向が益々増えてきていますし，日本より
もはるかにヨーロッパの方がプライバタイゼーションは早くから進んでいます。これは，日本では私
事化とか私化と訳されています。ちょっと意味が違いますが，ここではあまりうるさい定義は止めま
す。そこでまずこの社会のプライバタイゼーションというのは，私自身の捉え方ですと，日本ではだ
いたい70年代あたりから大きな動向として私事化の方向へ向かってきたと考えています。
　その私事化とは，色んな行政でも公的な部分と民間，公と民に二分されます。我々の生活の場でも，
やはり公的なものと私的なもの，あるいは私生活というのに分かれます。人々の関心や焦点や価値の
置きどころ，こういうのも社会的に意味付けられた空間ですが，こういうものを大別しますと，大き
くは公的な領域と私的な領域に二分される訳です。
　価値の置きどころは，“公”が上なのか，“私”が下なのかですが，例えば公的な活動の中に私生活
をどれだけ持ち込んで良いのか，日本社会でも色々問題になりました。今から何年前かな，バースが
阪神で活躍していた頃です。あの頃， 4番バッターで，今年こそ阪神は勝つぞ！とすごく踏ん張って
いました。子どもが手術をするから付き添ってやりたいと， 5月ぐらいかな，契約違反だけど「僕，
帰る」と言ってアメリカに帰りました。
　これに日本人は，びっくりしました。「衣笠はお母さんの死に目にも会わずにバットを振っていた
じゃないか，バースは一体なんて奴だ！」と怒りました。また，ある評論家が，「アグネス・チャン
が楽屋へ子どもを連れて来た」と，大論争になりました。今や職場の中に育児施設を置くなんて当た
り前の社会です。「公的な場面に私的なものを放り込む，こんなもの公私混同もいいところだ！」と
いうのが当時の雰囲気でした。
　このように，公と私というのはどっちが上でどっちが優先なのか。“私”の方は我慢してというの
がこれまでの社会だったのですが，今はそうはいきません。私にも生活がありますし，自分の人生も
かかっていますし，自分の夢もあります。少しは私の要求も認めてくださいと言って，その私的な部
分が徐々に権利を高めてきました。
　こういうのが私たちの意識，あるいは生活の中での表れ方として出てきたのが，この公から私への
比重の高まりであり，これが私事化の動きなのです。つまり公的な領域から私的な領域へ比重が移る
といいますか，人々の関心や価値観，あるいは色んな統治の機構が変わってきた訳です。
　統治機構のことを，「ガバナンス」と言いますが，要するにお役所であり，役所が上で，市民（民間）
だと一段下だという意識がありました。だから，ボランティアでも何でもそうですが，お役所の仕事
に役立ってくれたらそれで良いという考えが，以前の時代だったのです。
　今は，そうはいきません。市民はお役所と一緒に並んで，まずその前に第 3セクター，公と民が協
働して一つの色んな行政を進めていきます。大学もそうです。そういう時代，つまり今までのように
公が上で，そして私はそれに従うもの，あるいは従属したり，サービスを受けたりするのです。
　つまり縦のガバナンスではなくて，市民とそれから公的な機関とは横のガバナンス，横に対等に並
んで，役所にはある意味では緊張感ですけれども，拮抗しています。時には対立しますが，そういう
関係で社会全体をよくしていきます。こういう社会へ入るというのが横のガバナンスです。
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　ということは，明らかに今まで公が優先していたものが，私的な領域が入ることによって社会その
ものが私的な比重を高めていきます。こういうのがガバナンスの大きな動き，これがやはり70年代以
降，徐々に日本社会でも進んでいきました。とりわけ80年代になると，そういう動きが出てきました。
人々は当然その中で自分のニーズや欲求，あるいは自分らしさ，あるいは自分に素直な生き方という
のをだんだん求めていったのです。
　となりますと，人々が共同体といいますか，共同性の中でしがらみを持ったり，組織のしがらみに
ギュウギュウ縛られるよりも，そこから解放されて自由になって，個人の幸福を追求するという意識・
行動，こういうものに正当性が認められます。要求して当然だ，時代の流れだという動きに社会は変
わっていくという領域になります。
　当然，その中では公的な関心よりもむしろ私生活の領域で，その中心に位置する自己・自分・私性，
こういうものに人々の関心が非常に高まりました。それは私にとって一体なんぼのもんやという動き
がずっと60年代から徐々に始まり，大きな流れでは行政では70年代に民営化の流れ，意識は80年代に
入ってきて，例えば新人類現象とかが出てくるのがこの時代です。
　あるいは，ミーイズムだとか私探しの時代，よく覚えている方もいると思います。あるいは欲望自
然主義と呼ぶ人もいます。あるいは私生活中心主義，こういう自分だとか私性とかいうものにウェイ
トを置く社会になっています。こういう社会の大きな変革が徐々に進んできました。
　ところが，そういう良いことばかりではありません。社会にとって都合の悪いことも出てきます。
1つは集団や組織にとって，これを見れば今までほどに個人を組み込みにくくなりました。例えば学
校現場でも PTA，なかなか人質だから仕方ないという意識を保護者の方々が持ちながら関わってい
ます。色んな組織の中へ一体感・コミットメントを求めるのもなかなか難しいという社会として表れ
るのです。個人から見れば，組織や集団が一体何をしてくれるのかと，要するに今までほどに意味を
見出せなくなる現象。つまり個人と自分が所属している集団，あるいはもっと抽象的には社会，地域
社会，そういうものの距離がどんどん開きだすという現象として表れています。それだけ地域社会，
学校現場も，教職員それから保護者，そして児童生徒を惹き付ける求心力が弱まってきました。
　そういうポジティブな面とネガティブな面が両方ありますが，滅私奉公というのは自分を犠牲にし
て，そして公を大切にするという，日本の高度成長を支えたライフスタイル・価値観というものが崩
れて，活私型社会に変化したのです。これは良い意味での個人主義です。また，人間の尊厳の尊重が
ものすごく高まりました。今もそうですが，人権意識の高まりというのは最近特に色んな部分で日本
の社会は進んできています。これも良いことです。非常にポジティブなのです。ある意味ではそれが
確立した社会なのですが，その歪みとして滅私奉公ではなくて“滅公活私型”というのが表れるので
す。
　つまり自分は，公はゼロにして「そんなものは放っといて，誰かがやってくれるやろ」というよう
に，自分を活かすことだけという人が増えてきました。あるいは公を基軸にした価値観というのがど
んどん弱まっています。つまり公益とか公共性といわれるものが規範の中から薄らいでしまい，私を
基軸にするという私益が大幅に浸透してきました。こういうような時代になってきています。
　そうすると，私事化の動向の中で一人ひとりの自己実現を図ることが非常に大切ですが，それと共
にこのマイナスの面，あるいはネガティブな面を持っているところの公を切り口とした価値，規範意
識というのを一方で補強してあげないといけません。
先ほど私はオートノミーが非常に大事だということをお話ししました。このオートノミーといわれる
ものは，この今の公，公共を基軸にしたこういう価値，規範意識の育成というものに関わってくると
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いうような構造になっています。つまり，一人称から二人称，三人称と私たち，それから身辺性を超
えた価値への準拠，要するに身の周りのことを超えて，ある 1つの価値の理念というものに，自分が
目的合理的に動きます。こういう方向への価値の準拠が必要になってきます。
　となりますと，個人とこの社会の中でこれから進めていかなければいけないのは，個人と社会，個
人と組織・集団・制度，あるいは人と人とのつながり，あるいは連帯，支え合い，共感的な人間関係，
そして共同性を如何にして子どもたちの中へ，子どもたちが関心を向けていくかということが大事な
ことになります。これは後でお話ししますが「ソーシャルボンド」と言いまして，社会的な色んなつ
ながりの糸，個人と社会，個人と組織，個人と集団，個人と制度，人と人，様々な色んな共感，人間
関係といわれる複数のボンドというものを形成することが非常に重要です。
　私事化そのものの中に歪みが表れてきますが，そうするとその歪みを是正する動きとして，もう 1
つはある意味では私事化から公事化，あるいは個人化から全体化，この動きが社会の中に再び表れて
きます。ところが，全体化が個人化を抑える訳ではなく，ここのところはダイナミズムのような形で
振り子みたいに，振り過ぎたら揺り戻す，こういう現象として社会は進んでいきます。
　つまり，一方的に私事化へドーッと走るとか，あるいは公事化へドーッと走るとか，個人に任せて
おかないで公でやりましょうという方向へ走る，あるいは個人主義というのはよろしくない，全体化
にもう一度戻しましょうというように，両者のベクトルだけにバァーッと走るのではなく，振り子の
ように揺り戻しながら，大きく個人を大切にする，あるいは個人の幸福を実現していく社会，それぞ
れの夢を叶えていく社会というものを作り出していくような流れがこれからの社会なのです。だから，
ダイナミックな動きの中で， 2つの動き，つまり全体化と個人化，あるいは私事化と公事化，このダ
イナミクスの中でどうやってその 2つのバランスを取りながら，この良い面を社会の中で生かしなが
ら私事化を進めていくのかということになります。
　まさに生徒指導は，私は時代と社会のスタビライザー，飛行機の平衡感覚，これが生徒指導の大き
なこれからの役割になってくると考えます。これがこれまでの社会の流れ，動きというものを見た時
の 1つのモデルです。これは，市民の役割と官の役割の両方が担い手になります。だから個人はサー
ビスを受ける権利主体というだけではなくて，構成員としての責任と権利とが対になった社会的な実
践力，これを備えた主体の育成が求められます。つまり社会の形成主体です。要するに「シチズンシッ
プ」を育成することが大きな 1つの教育の課題でありますし，生徒指導のこれからの大きなテーマと
して登場してくると位置づけています。“私”を尊重しつつも私性に偏らない指導，これはスタビラ
イザーであり，こういう役割を生徒指導の観点として今日的な課題に応える新しい生徒指導がそこで
考えられるだろうと考えております。
　そこで，先ほどお話しした生徒指導の最終目標，これは社会的なリテラシーの涵養にありますが，
リテラシーというのは，最初は情報の領域で使われていた言葉ですが，これは様々な学びを使いこな
す能力，まさに新しい新学習指導要領の言葉です。単に知識を頭で覚えるだけではなくて，使いこな
す。そのために，それを行使するために包括的・総合的な能力を持つのがリテラシーという概念です。
　生徒指導は，こういう観点から捉えますと，子どもたちには学校・家庭・地域社会での生活の場，
あるいは教育を通じて色んな学びがあります。それを学校生活や身近な今の社会生活の中で使いこな
して，今の彼ら・彼女らの学校・家庭・地域，あるいはこれから巣立っていく社会をよりよくするた
めに行使します。そういうことができる包括的・総合的な能力を育成する働きかけ，これが社会的な
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リテラシーと言われるものだと思います。これをこれからの生徒指導の最終目標として立て，教育の
色んな考え方や流れ，あるいは社会・時代の声は日本社会の求める声というものに応じて対応してい
く考え方が重要なのです。
　学校教育の場面では，例えば2017年改訂の新学習指導要領の中でも，社会に開かれた教育というの
は，より良い社会を作るというところにあります。それを作るためという目標を学校と社会が共有し
て，そして必要な教育をどのように学び，資質を身に付けられるのかを，社会との連携・協力によっ
てその実現を図っていくことです。
　子どもたちにとっても，実践力と言われるものを育成するというのが，これからの生徒指導です。
だから，例えば生徒指導の中には色んな考え方がありますが，教育相談あるいは心理相談と何が違う
のかといいますと，子どもたちが今の学校，あるいはこれからの社会にどう働きかけて自らが実践主
体，そういう主体化をどれだけ図っていくかということが，これからの生徒指導の大きな役割であり
課題であると私は位置付けています。それが新しい学習指導要領の中でも求められるということにな
ります。これは何も唐突に新学習指導要領の中に出てきた訳ではなくて，それまでずっと道徳教育の
考え方の中でもこういう考え方がありました。そういうものを新しい時代の流れ，先ほどもお話しま
した教育基本法からの流れの中で見てみると，こういう目標が出てきますし，新しい学習指導要領の
中で，こういう理念が謳われているのです。
　それは，まさに社会に開かれた教育課程と言われるものでなければいけません。つまり学校教育だ
けでそれをやっていこうというのは無理というのがこの考え方なのです。要するに家庭，地域社会，
あるいはもっと色んな広い社会，色々な方々の参画・協力・協働を得て，そしてこういうものを展開
していかなければいけません。
　社会に開かれた教育課程は，単に生徒指導だけではなくて，それを含めて教科の場面でもよく言わ
れます。こういう社会に開かれた教育課程というのは，まだまだ日本は非常に少ないのです。むしろ
閉じた部分が非常に大きいのです。社会に開かれた学校づくりと言われながら，まだ色んなところを
歩いてみますと 1つも社会に開かれているように見えません。自分たちだけでチマチマやっているよ
うに見えます。それは，地域性から考えて無理もないところはあるのですが，もっと開いて欲しいし，
情報も出し，協力いただきなさいというところが随分あります。まだまだこれは日本社会の中では，
オギャーと生まれたというぐらいの段階だろうと考えてもらっていいかなと思います。
　公共を基軸とした生徒指導というのはどんなものがあるのかというと，やはり基本は自律性や自立
性を高めるためには基盤となる個々の児童生徒の自己肯定感とか自尊感情，これをしっかりと高めて
いくことから始まります。その中心にある，自己が中心になりながらそこにある自我がフラフラして
足腰も弱い，これでは何も立つことができないし，どんな活動もできません。だから，まずこれが私
は非常に大事だと思います。そして，ここで自分の大切さを知るとともに，人の大切さも同時に認め
るという人格がこの自己肯定感，あるいは自尊感情づくりの中で出てきます。これは非常に大事なこ
とです。
　先ほど例に挙げたように，多様な制度，包摂，そして協働，豊かな人間関係は，自己指導能力の一，
二番目にあたるものですが，そういう存在感と人間関係づくり，これを柱とした社会づくりが大切で
す。そして，構成員としての義務と責任の関連の関与，そして自分たちの生活の場というのが安全・
安心で楽しい，あるいは快適な場にしていくという考え方，その中で正義の実現，あるいは規範意識
の向上というものを大切にしていくということが，公共を基軸にした大きな柱の中で出てくるだろう
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と思います。
　これが根付くためには，それぞれ自分が所属している集団が関わります。その自分が所属する集団
や組織，これが自分にとって意味のあるものという意味を実感させます。これがなければ誰も動きま
せん。「お前なんかどうでもいい」とか，「その辺にいろ」という具合に位置づけられるような集団で
は，自分だけのことは考えるけど，それ以外のことは射程に入ってきません。だからこそ，みんなが
豊かになり，あるいは安全で楽しくなりながら，なおかつ自分もそこで立つ，こういう考え方を持つ
というのは，この「意味のあるもの」というのが非常に大事であり，その意味付けの糸の束がソーシャ
ルボンドというものです。
　例を挙げますと，例えば子どもたちが学校に行きます。そうすると学校あるいは学級，いわゆる学
校社会ですか，それと自分とのつながりの糸をそれぞれ持っています。これの太い・細いがあります。
これが細くなればなるだけ，何かがあるとすぐにプツンと切れてしまいます。凧の糸が切れたように
ポーンと違う所に飛んでしまいます。ある子は問題行動に走る，ある子は「こんなところでいたら，
私は潰れてしまう」と思って他の集団に行きます。あるいはそこで意味が見いだせなければそれに失
望して，単に義務教育だから行かなければいけないから仕方なく行きながら，自分を追い込んでいき
ます。そして不登校になります。色んな問題がそこから出てきます。そういうそれぞれにとって非常
に大事なものになります。今お話しした例はいじめや不登校という問題ですが，これは学校がどのよ
うな意味付けを，子ども自らはなかなか解決できません。それをきちんと提供することが必要です。
そういうのがどれだけできているのかというのが問われる社会なのです。
　子どもだけではないです。大人もそうです。皆さん方も仕事のやりがい，成就感，それぞれの場で
生きていることや存在していることの証，こういうのを求めます。あるいは自己肯定感，他者の評価
や期待，期待というのは大きい訳です。それから社会的な有用感，こういうものがそれぞれにとって
意味を持ちます。
　このように，意味付けの糸の束が，ソーシャルボンドと言われています。これはある意味では集団
が持っている，撥ねつけるものではなくて引力，こういう具合に考えられます。学校に行っている子
どもたちが，例えば「あの英語の先生かっこいい」と言って，ピンクの糸をピュッと投げます。「ク
ラブ活動楽しい」と言って，ちょっと太い青い糸を投げます。「クラスの友達は面白い」と，太い鎖
みたいな糸をポンと投げます。そういう様々な糸，自分からの意味付け，学校に対する意味付け，こ
の意味付けの糸の束がある意味では学校と子どもたちを結びつけるソーシャルボンドと言われるもの
です。紐帯というのは人と人の絆だけとは違います。それぞれが皆持っています。
　私自身が関西文化とか大阪文化に対して，つながりの糸を持っているから，それが傷付けられたら
ムカッとくることがあります。それは日頃は意識していません。何かが表れた途端に，そういう感じ
で闘争心だとか，あるいは敵対心みたいなものが出てきます。これはソーシャルボンドの大きな特徴
です。意識はしていない，だけど意識せずして形成されてくるその集団への愛着，あるいはそこから
意味をもらう，あるいは意味付けを受ける，こういうものがある訳です。それを如何にしていい方向
で太らせていくかというのが，これからの子どもたちは非常に大事です。
　そうなってくると，自分が大事に思っているところは，やっぱり自分の居場所です。あるいは人間
関係のネットワークの中に，どこかに引っかかっているなという感じがします。まさに人それぞれに
とっての“居場所”というのが，このソーシャルボンドというものがどれだけ出来あがっているかで
す。
　だから，プツンと切れる，切れやすいというのはこの今のソーシャルボンドが非常に細くなってい
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る状態です。その現象だけを見て，「この頃の子どもはすぐ切れるな，我慢ができんようになってき
たな，私らの時代とは違うな」という感覚は持ってはいけないのです。「勉強ができないな，あぁこ
れはこいつらの能力，限界だな」ではなくて，自分の教え方だと自省心として跳ね返ってくるのと同
じことです。自分たちは子どもたちにとってどれだけ意味付けの糸を与えているのか，開発するため
の支援をしているのかが，それぞれにやはり問われなければいけません。こういう問題がもう一方に
あります。そうしながら，子どもたちを集団，あるいは社会の一員としての担い手として育成してい
く，そういう意味では，このソーシャルボンドというのも非常に大事な基盤にあります。先ほどの自
尊感情，あるいは自己肯定感と言われるものを，しっかりとその集団や組織の中で自分を確立させる
ことが大切です。周りに流されない部分もあります。自己として，自我とする子どもたちが，その集
団にしっかりと自分が立っているだけではなくて，その集団自体に自分が，自分の何というか一つの
信頼できる，あるいは自分が大切に思うこういう集団所属，そういう集団感情というものを，そこで
きちんと形成します。これが基盤としてなければ，今言ったことは絵空事になってしまいます。形だ
けは展開されますが根付かない，そういう生徒指導になってしまいます。これをいかに図っていくか
というのが非常に大事なところです。
　続きまして，今の自己肯定感，自尊感情，これは非常に難しい問題です。要はこの自尊感情の育成
をどう図っていくかという，教育現場では様々な課題があります。先ほどからお話ししてきたことな
のですが，例えば，自分はかけがえのない人間であることの自覚であり，自分は良いところがあるな，
まんざらでもないな，価値のある存在だな，自分自身に満足しているな，今の自分が好きだな，とい
うような感情として表れてくるという具合にお考えいただきたいのです。
　これはある意味では自分の大切さだけではなく，社会的な存在の大切さというのは，他者から人と
しての大切さを認められることによって形成されます。だから当然，自分の大切さとともに，そこに
至れば他の人の大切さも認める態度も形成されますし，社会全体の福利の大切さへの意識がそこから
形成されます。こういう循環が図られるというところです。
　文部科学省でも色々とタスクフォースを
設けて，今この効果を考えてきました。ま
ず 1つは日本社会，これは有名なグラフ（右
掲）です。いくつかの調査がありますが，
だいたい似たような結果が出ました。大き
く括って「自分は価値のある人間」，それ
から「自分はダメだ」に対し，日本は，ア
メリカ・中国・韓国と比べ，前者は低く，
後者は高い。これもひどいですね。何でこ
んなことが起こるのだろうか，というとこ
ろが問題なのです。ここからは私の 1つの
仮説であります。というのは，それがまだ
立証するだけの調査を展開してないから仮
説をお話ししますが，だいたい当たっているのではないかと思います。
　まず， 1つは今の問題で，我が国では学力がトップレベルであるにも関わらず，この今の自尊感情
が低い。これからを担う子どもたちが，自分の価値を認識して相手の価値を尊重するとともに，リラッ
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クスしながら，人と共同して自分の可能性というものに，積極的に挑戦していかないといけません。
だから，ある意味ではサラリーマン社会ではなくて，それぞれの人たちが，自分がアントレプレナー
シップ（Entrepreneurship），起業家精神というのが必要になってくるのではないかと思います。こ
れはもう既に科学技術白書，あるいは科学技術基本計画というものの中に，これから育成すべき資質
として書き込んであります。
　つまり，今までのように，課題を解決するためには，要するにマニュアル人間ではなく，自分で問
題・課題を見つけ，そして立ち向かっていかなければいけません。となってくると，やはり自分の可
能性をいかに自覚しながら，ドラえもんのポケットから「あっこれがちょうど向いてる」と。
　私が研究者になるのも，大学に研究者としてずっと職を得て，何か必然の糸があるような無いよう
な思いがありますが，自分の関心のポケットの中に色んなものがあり，これを何かまとめてきたから
です。研究者になるのは，自分だけで作ったわけではなく，学校教育の中で色々な先生方が作ってく
れました。先生方が，お前のポケットを見てみたら，これを入れてやろうと思ってくれ，先生が言っ
たことをあぁ面白いなと思って，自分でポケットにまた入れる訳です。そういうものを寄り集めてい
くと，今度は社会学というのがヒュッと出てきて，ここに行こうかなという考えが，私のキャリアで
あり，出発点なのです。
　今のキャリア教育の文科省が考えているのもそうですし，幼・保あるいは小・中の課程では，興味・
関心というものを色んな形で増やしなさいというのが， 1つキャリア教育の大きな柱になります。そ
れは今言ったように，ドラえもんのポケットみたいなものをいっぱい作ってみましょう，その中から
将来の色んな変化に柔軟に対応でき，あるいはその時々の状況で自分の職業選択にそれが生かせるよ
うに，そういう資質能力をこれから育てます。
　それは，起業家精神といわれる自分で資本を出してという経済的な活動の起業家というのではなく
て，それぞれが一本立ちしながら自分の自らの業，ある意味では天職，そういうものをそれぞれの段
階で見出しながら自分の幸せや幸福を図っていくような社会に行かなければいけない。それが教育振
興基本計画にある「夢を与え，夢を叶える社会づくり」というものになっている訳です。
　そういうものをいかに作っていくかというのが，これから非常に大事になります。例えば，自尊感
情というのは学力にも関係しますし，当然意欲にも関係します。あるいは規範意識も当然ですし自己
有用感，あるいは地域や社会に対する意識，努力していても必ずしも報われないとかいう意識になり
ます。
　私もよく講演会とか先生方と色々研修をやった時に，先生方は「私の力なんか行政や社会の中では
小さなもんです」と話されます。先生が例えば10年間で関わる子どもたち，この子どもたちの数を考
えてください。メチャクチャ多いでしょう。それぞれの子どもたちに一人ひとり，そういう何か魂み
たいなものを注ぎ込んだら，これはものすごい力です。
　先生一人の力でも，そういう子どもたちが熱意やあるいは社会への思い，そういうものを大きく実
らせて広げます。そうするとネズミ算式にその広がりがまた増えます。一人ひとりは小さな存在でも，
それが大きな力になって社会を作っていく。こういう社会にこれからは行くのだと，そこのところを
担っていただきたい。
　こういうのを私流に言うと，シャーシレスフレーム社会，車を作る時には見取り図，設計図があり
ます。シャーシ，車体，部品の位置が決まっています。ここは運転席と，もう形が決まっている訳で
す。そうではなくて，それぞれの部品やパーツを組み合わせていく。
　それによって，この部品やパーツというのはそれぞれの人々，生徒あるいはグループ，そういうも
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のが寄り集まって車という 1つの姿をそこに表す，現出させます。これがシャーシレス，シャーシが
ない。そういうシャーシレス社会にもう既に入り始めて10年～20年近くなっています。徐々に最近そ
ういう動きが出てきています。だから社会が人を作るのではなくて，人が社会を作ります。こういう
社会に益々これからは入っていきます。
　その時には先生方お一人お一人が，「私なんかは社会を変える力はないんだ」というのではなくて，
むしろ積極的にそういうものを買って出ていただく。子どもたちに注ぎ込んで，これからの社会の有
り様をそれぞれの先生の思いの中で語るというのが非常に大事です。教育というのは，そういう思い
とか熱意というのが非常に大事，それをいかに図るかというのが大事なのです。
　先ほど言ったように，何で日本では自尊感情が低いのか，ここからが私の仮説です。社会全体，世
界を見てみて，世界の国々と日本社会を比べて大きく異なる点を見つけ出そうと思って，コップに水
が半分入っているという例えが，皆さん方の生活に近いというか，私から見ても 1つの証となります。
今の水が入ったコップは，日本社会ではよく言われますが，半分しか入っていないのを「上から半分
減った」と言います。つまり半分減点している訳です。一方で，下から勘定して「半分溜まった」，
これは溜まったものですから加点していきますから，加点社会です。こういう具合に大きく 2つの基
準に分けられます。日本社会はこれだ！と決めつける訳にはいきませんけれど，減点の性格が強い，
こういう具合に捉えています。最近，特にこの傾向が強くなってきています。
　減点社会と加点社会，何が違うのか。まず基準は，この減点社会は，基準点が100％の100から，い
くら減ったかです。加点社会の基準は，溜まっているのですから，基準は100ではなくて 0点です。
この基準は，誰が決めたのかが重要です。100というのは，ここから半分に減っていますが，絶えず
周りや社会からこの減点社会は，「減ったなぁ」だけじゃないのです。減点だけじゃなく，「減った分，
元に戻せ！」，あるいは「100へ行け！」，この基準点へ行けという圧力が様々なところで掛かってき
ます。これが最近，非常に強くなってきたと思います。
　特に，数値目標や色んなものが社会の中に入ってきて，それを達成すること，あるいは到達するこ
とが非常に強く求められる社会となってきますと，これを一杯にしようとする圧力で，一生懸命向か
います。
　しかし，どの領域でも誰しもがバラの大輪やカトレアの大輪を咲かせる訳にはいきません。みんな
どっこい，色々長所・短所がありますから，苦手なところもあれば到達しないところもある訳です。
そうすると常にこの圧力に対して，自分は上手くいっていないという感覚がどうしてもこの社会で強
くなりますと重くて仕方がありません。
　自分を肯定するどころか，「俺アカンな」という意識が出てきます。そこへ，アカンなというとこ
ろに，お前だけアカンなというのだったらいいんだけど，それを社会で役立てろとか，集団や組織で
役立てろというと，お前は集団や社会でナンボのもんや，役に立ってるのか？という問いともなって
跳ね返ってくる，こういう作用です。益々，個人にとっては到達していないことが，何というか傷の
ような感じになってしまいます。そうすると，どれだけ良い点数を取っても，何かしら十全感ではな
くて不全感，こういうものが自分の中にある，これが自己否定感の根幹の 1つです。
　これに対して加点社会，これは基準がゼロですので，ここから始まります。ということは半分まで
いったら半分溜まっている訳ですから，どれだけ積んだか，あるいはキープしているかが問われてく
るということになります。目標は，とにかく到達目標は100だけど，こっちはないのです。場合によっ
ては100を突き抜けてもいいのです。
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　ある特性で200・300と出して，そこだけ伸びたって良い，別に構いません。そんなものはおかしい
ことはない，それは個性です。だから色んな障害を持ちながらすごい成績，すごい特性・能力を持っ
ている子どもたちもいる訳です。そういう子どもたちも輝くのです。ゼロから出発する訳です。これ
が加点社会です。だから個人にとっては，とにかく上はどれだけでも良いからどんどん積んでいこう
よ，あるいはこの辺で一生懸命頑張っている，これも評価されます。それぞれが自分の中で基準を持
つ，外からの基準ではなくて自分のやったこと，あるいはしていることそのものの成果の中で満足で
きます。
　だからオリンピックの選手なんかも，この頃，若い人たちがよく活躍しています。これは自分に勝
つことがポイントだとか，あるいは自分というのをどういう具合にしていくのか，これが大事になっ
てきます。人を見ないというような人もいます。当然，競争だから人は見ますけれども，それは視野
が少し小さなことになります。
　だから，この 2つの大きな違いは人としての存在，つまり今あるその人の存在そのものをまず肯定
するか，あるいはそうではなくて「お前はこっちまで行かなアカン，そういう人間や」と外から位置
付けています。この 2つが大きな違い，人間観の違いが出ます。
　だからこそ，肯定，まずそこから始まります。その人の今のあるがまま，その姿をまず受け止めて，
そこからどう立ち上げていくのか，あるいはどう伸びていくのかを支援する社会といわれるもの，こ
れが加点社会と言われるものの姿です。
　私たちの社会は自尊感情というと，褒めることというのが明らかです。ところが褒めてもらおうと
思うと，なかなか難しい。並以上でないと褒めてくれない。並以下で褒めたら，お前何を見てるんや
と，だからやっぱり並以上，ということは平均以下の人たちが随分いる訳です。それ以上ですから，
6割～ 7割の子どもたちはそこから外れます。だから，ごく特殊な場面で特殊な能力を持っている一
部の人たちだけが褒められる，あるいは自己肯定感・自尊感情に合う訳です。みんながみんな上手い
こと，そこのところで自尊感情というところに支援をいただけない。こういう社会が日本社会です。
　だから， 1つは日本的な褒め方を考え直さないといけない。つまり基準を考えていかないといけな
い。減点社会から加点社会を考える時には，日本的に褒めることの見直しを，まずやっていただきた
い。その上で自分自身を考えるということになります。
　これはローゼンバーグの考え方なのですが，要するに自分の中の基準に照らして自分なりの満足，
これで良いという感覚を形成しないといけないのに，人とか自分の外にある社会的な基準と比較する
のは，今の減点社会です。こうなりますと，要するに自分は人よりも優れているとか，とても良いと
いう考え方，つまり完全性とか，人より優越しているというところへ関心の焦点が移ってしまいます。
つまり，それぞれが単なる優越性だけではなくて，自分のあるがままの存在という中から立ち上がっ
ていく訳ではない，常に人がいる訳です。だから本当の自尊感情だとか誇りだとか自信といわれるも
の，こういうものは人と比較することでは得られないというのがだいたい通説です。だから日本社会
でも，一人っ子というのは割りと幸せです。兄弟になりますと比較があります。その代わりわがまま
で，私は一人っ子なのですけれども，わがままで自分勝手，それさえ上手くタガを入れれば，一人っ
子というのは良い自尊感情が出てくる場合があるのです。
　つまり，自分の中の基準に照らして自分を受容する。その時には良いことばかりではありませんが，
褒めることばかりではない，自分では「アカンなぁ，乗り越えんとアカンなぁ」という自己覚知とい
うのが必要になります。それに裏打ちされながら，自己というものを作って，そして自分の可能性と
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か，あるいは自分の動き方，あるいは自分づくりというのを図っていくというのが非常に大事になり
ます。ここが重要です。
また，自分の否定的なところも受容することはしんどいことです，あの人にはここは勝てないなと思
うのだけど，やっぱりそこのところはちゃんと認めながら自分が次の仕事でどう関わるかで，複眼的
な視点も自分の中で開いていきます。そうすると，自分の力になるのです。ソサエティですが，国立
教育政策研究所の滝充先生は，「最後は人間だ」とおっしゃいました。やはり，それぞれの人の学ぶ
ところ，単にその人を尊重するだとか，尊敬するだけではなくて，そのリスペクトの中から自分を豊
かにしてくれることをすくい取っていく，これは自分にとって非常にありがたいことなのです。よく
この頃，テレビのインタビューで「今日はよかったから，自分にご褒美を贈る」とか，「今日はまずかっ
たから，〇〇を食べて今後頑張ろう」などと言うのですが，そういう肯定的・否定的な面も含めて，
自己肯定感をどういう具合に育てていくのかというのが，これから非常に大事なポイントになってき
ます。
　さて，先ほどの「シチズンシップ」ですが，これは公共を基軸としたものでソーシャルボンドが大
事だと言いましたが，このソーシャルボンドについて少しだけ説明しておきます。このソーシャルボ
ンドというのは説明したとおりなのですが，どんな要素が言われているか。 1つはアタッチメント，
心理学でいう人と人との関係，対人関係のつながりです。これはどちらかというと情緒感，情緒的な
人間の働き，その中で出来あがっていきます。だから信頼できる人間関係もそうですし，こういう協
働，あるいは学級・学校，こういうものへの絆とか帰属感，あるいは住んでいる所への愛着，あるい
は正義感，連帯や仲間意識というものです。
　社会学では，ここまで広げていきます。自分の学校が好きだと思えないと，自分の学校のルールや
規範，あるいはみんなのことを考えません。学校に行ったら子どもはお客さんです。しかし，誰もお
客さん扱いをして真剣に自分のことを心配してくれる先生も誰もいない，友達もいないとなると，切
れますよね，ソーシャルボンドって，ボンドにならない。だからこれも非常に大事です。高校でも中
学校でもそうですが，自分の学校に愛着が持てるというような，自分の学校の先輩の映像とか，そう
いうものを子どもたちに伝えて，愛着意識を高めるという，これも非常に大事です。
　次は「コミットメント」です。これは合理的な判断，情緒とは違います。まず自分のニーズがその
集団や組織に入っていて，どれだけ実現できるのか，その実現の可能性があること。それからその中
で与えられる様々な役割があります。この役割というのがまさに権利と義務の体系です。つまり集団
や社会からの期待がそこに固まっています。
　社会学では，社会学的人間像というのがあります。人間像の 1つの考え方ですが，これは役割モデ
ルのモザイク，役割のモザイクがそれぞれの社会学の中に，つまり社会と個人が接する接点，ここの
ところに役割があります。その役割を貼り付けて総合的に貼り合わせると，そこに一人のそれぞれの
人間像ができます。
　例えば，私だったら家族にとってはおじいちゃん，嫁や息子や娘にとってはお父さん，地域にとっ
ては自治会のメンバーの代表，あるいは色んな形で職業，そうすると色んなニーズがあります。例え
ば，学長というのは，大学の構成員の一員でありながら，自分でこうやりたいという意思を持ってい
ます。文科省や地域からは，多くの要請を突きつけてきます。一方で，自分の中にある構成員，教授
会とか，あるいは職員の方々が，その要請について意見を持っています。そうなると，自分のやりた
いこととの板挟みになることもあります，教授会や教員の構成員の方は，自分の外にある 1つのまた
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小さな社会，その外側に大きな社会，この圧力が，一身に学長としての役割の上に被さってくるので
す。つまり，社会というのは身近な身辺社会と具体社会，それから自己との接点に役割を持っていま
すので，常にストレスがありながらも，それぞれの役割を遂行しているのです。
　そういうものを通じながら，どうやってそこの中で自分自身が色んな生き方，将来を考えていくか
というのを子どもたちに体得させますが，この役割というのは非常に重要です。育成，教育的な指導，
支援の素材・教材だという具合に考えてもいい。だから非行少年に例えば運動会の応援団，校内の体
育大会の応援団の団長をやらせると，いっぺんに立ち直るということもあるのです。
　というのも，応援団の団長を通じて学校に太い絆が，ソーシャルボンドがここを通じて出来あがり
ます。コミットメントというのが，周りから「ようやった！」という具合に褒められます。「これはえぇ
なあ，俺もまんざらでないなぁ」という感覚になります。という具合になって，だんだん集団の中に
コミットしていきます。こういう力が生まれるというのが，このコミットメントです。
　体験活動とかで社会とのつながりを形成していくのも大事です。そこでは，直接的な役割だけでは
なくて，柔らかな行為責任を体験します。自由意思の社会参画という重要な装置です。柔らかな行為
責任というのは，強制や義務を伴いません，やらなくても自由です。ボランティアを想定していただ
くと，よく分かります。ボランティアは，日本では一本で捉えていますが，私は 2つあると思います。
1つは協働の公的な空間施設・サービス，この便益を受ける者としての責任を果たすことです。色ん
なサービス，それに対してお返しをするというものです。このようなソーシャルサービスと，それぞ
れが特性に合わせて提供する活動という 2つがあります。
　これを一度に合わせてボランティアと称していますが，このボランティアはいずれにしてもソー
シャルサービスです。単なる社会奉仕活動とか，そういうことだけではなくて，要するにこういうも
のは果たさなくとも制裁はないので，するしないはそれぞれの自由・選択という意味では，まさにボ
ランティアです。その下に共同体の一員としての義務的な役割があります。これが割り当てられた役
割や仕事です。
　道徳教育の時では，こういう役割は，最初はお手伝い，小学校の高学年になったら決まった仕事と
いうのが今までの指導法としてありました。それと同じことで，こういうものをしっかりベースにお
きます。では，我が日本社会はどうですか？　お手伝いは時たまします。でも国際比較調査，日本は
お手伝いをしない子どもたちが少なくない。どこかの大学の食品衛生学科，管理栄養士のところで実
習をさせると，「米を洗いなさい」と言うと，「先生，洗剤を使っていいですか？」と言って洗剤を入
れて洗ったという話が笑い話としてあるぐらいです。よくカブトムシが死んだら電池を入れようとし
たのと，よく似ているのです。彼らの中にはそういう生活感覚がないのです。仕事も「あんたの仕事
は勉強よ」と，「今日は夕ごはん何にする？食べたいもの何？」，というように，子ども中心で家族が
回るというのが日本社会です。だから，決められた仕事はほとんどない訳です。といっても，今の文
明の良さを謳歌していますので，無理やりでも作らないといけないのです。
　今の場合もそうですが，風呂焚きも今やボタン 1つ，湯加減なんてものは自分で調整できます。そ
うしたら，その仕事はなくなります。便利さのために犠牲に，子どものために必要な社会活動，そう
いうものが便利さのためにどんどん日本の社会では失われています。それを意識的に戻していかない
といけません。
　私のいた大学では，語学研修のため，海外ホームステイを行っていました。最初にオリエンテーショ
ンで，草抜き，洗濯物の管理，アイロンをかけたりなどを説明します。そうしたら学生は「私は語学
の研修に来たのに，仕事をさせらされるなんて…」と言う訳です。実際に渡航して，仕事を与えられ
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ると泣き出す子もいます。そうすると向こうの人は怒る訳です。何で日本の子どもはこんなことを嫌
がるのか。何で泣くのか，当たり前やないかと言う訳です。つまり家族のメンバーになれば，家族と
いう集団，これを維持していく，この一員として参画しないといけないのです。
　ましてや地域社会となれば，地域社会の一員としての義務と責任があります。これを何も果たして
いません。子どもは，その前に社会人なんだ，その予備軍なんだということを意識すべきです。日本
の社会の中ではボランティアを根付かせるため，ボランティア活動を大学の中に教科として入れるの
です。私もアメリカの様々な大学に行きますが，ボランティア活動等の単位化などは，アメリカでは
当たり前です。基礎資格として，どれだけ社会人たる資格をこれまでの高校生活の中で培ってきたの
か，それを見るのが一番良いのがボランティア活動なのです。大学によっては，本人だけではなくて
家族のボラティア活動もみます。つまりソーシャルサービス，これにまったく関心のない人は，社会
人たる資格がないという訳です。どれだけ素晴らしい活動をしたか，その内容を問うのではなくて，
その社会に対する構え，姿勢，それを見るのがボランティア入試の 1つの大きな役割と位置づけられ
ます。そういう社会への基礎資格というのが大事です。そういう姿勢が我々の社会全体にまだ確立し
ていません。
　海外と日本の違いでいえば，宗教がどうであるかとは違います。日本の宗教でも“おかげ思想”と
いうのが，日本の仏教の根底に流れています。これは，キリスト教などで社会貢献活動をするという
ことと，日本の社会の“おかげ思想”といわれるものは同じところにあります。ところが，どうも行
動の結果が違うのです。向う方向が
違って，自己利益みたいなところに収
束します，ここに問題があります。だ
から，この柔らかな行為責任をどれだ
け感じているのかがポイントです。義
務・制裁というのがないので柔らかく，
責任も柔らかい。別に罰を受けること
もなく，自主的なものです。だけどこ
の領域の観念をどれだけ肥やすのか，
その基礎のこういう義務的な役割に根
差しながら，資料（右掲）にある家の
建物は 3階建てのように，これをどう
やって認識させるかが重要です。
　通学路があって，通学路の草を全部抜いて回ります。これを一括してソーシャルサービスですが，
日本では，これはボランティアとして構造しています。だけど構造の中でそれはソーシャルサービス
とボランティアにちょっと分けて考えます。まず果たすべきところ，優先順位はソーシャルサービス
と言われるものを如何にして子どもたちが社会へ還元するのか。そして，そのあとの力をボランティ
アに向けながら，全体を 1つの先ほど言ったような社会モデルとして，市民の力と行政の力が拮抗し
ながら，横のガバナンスをいかに展開し，協働する関係を作っていくかというのが，これからの社会
の有り様です。あるいはこれからのシチズンシップ，そういう備える要件というものになります。
　さて，インボルブメントの説明は，時間がないので，ここでは止めておきます。これはある意味で
は感情的・情緒的なこと，これは先ほど言ったようにインフラストックとフロー，このストックを肥
やしていくということであり，この考え方も大事な部分です。
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　ここに，シチズンシップ教育の目標を書いてあります。色んなやり方があります。必要なのは今の
シチズンシップの実現のためには，これからは校内ではチームとしての学校づくりをしなければいけ
ません。地域・学校協働活動，こういうプランニングがコミュニィスクール，こういう流れと同時に
今文部科学省の中で進められています。これは明らかに学校を取り巻く，あるいは子どもたちを取り
巻く，あるいは地域を取り巻く人たちの色んな問題・課題がそこにあります。
　それをお互いに，コミュニティスクールとかで，熟議し，多くの人たちが一緒に集まりながら，私
たちの地域としての取り組むべき課題を見出して，保護者・子どもたち，あるいは地域の方々，ある
いはそれに協力する人たちをまとめ上げながら，地域社会を学校と学校のメンバーだけではなくて地
域の人たちと一緒に地域づくりを担っていくという活動が，この「地域学校協働活動」です。
　これまで学校が地域と関わるというと，地域資源を学校が利用させてもらう，活用させてもらうと
いう，こういう形で進んできました。そうではなくて，この協働活動はお互いに相互作用関係であり，
要するにレシプロシティ（reciprocity），互恵関係があります。
　地域の教育力は，それだけではなくて，産業なども含まれます。教育そのものも重要な産業資源で
す。それが関わりながら，地域の産業構造を引き上げていく，こういうことも必要です。私も今ある
県のある市で，これを今進めているところで，実際に実践しています。教育が地域の活性化にどのよ
うな支援を与えるのか，これからはこれを実践しながら考えていく試みを行っています。今の文部科
学省の地域学校協働活動といわれるものも，そこの中に入っていて，こういう具合に位置づけて考え
ています。
　あとはこの組織づくりですが，これは今日は省かせていただいて，要はこういう取り組みに対して
のモチベーションを先生方がいかに高めながら実践へとつなげていくが重要だと理解してください。
　今日は，かなり抽象的な形でお話ししました。それを自分の中でもう一度改めて考え，それぞれが
なぜ教職を自分は志望したのか，原点へ立ち返っていただいて，その熱意をこういう色んな取り組み
に反映させていただきたいと思います。
　今これまでに申し上げたものの更に色んなプログラム，どんな優れた取り組みやプログラムでも，
そこに関わる人々の関心と意欲がなければ効果など表れないのです。先ほどのいじめ防止対策推進法
もそうです。法律で決まっているから仕方がないというのでは，何の仕事にもなりません。先生方が
これを通じて，例えばあそこに書いてある目的，目的は，いじめを防止することが最終目的とは違い
ます。
　第 1条の目的の 2段目に「児童等の尊厳を高めるため」，ここのところを抜いてはいけません。目
的の一番目のところ，いじめというのは色んな被害を与えます。だからいじめの防止をしなければい
けませんということで 3段目。この 1段目と 3段目だけに関心が集中するかも知れません。しかし，
真ん中の大きな「児童等の尊厳」，ひいては人間の尊厳等を高め保持するという大きな目標の下にい
じめというのを考えなければいけません。そして，そこに被害が出てきたら防止するのはどういう方
法があるのかというのを具体的に考えていくというのが，あの法律の成り立ちなのです。その真ん中
を飛ばして現象だけで，いじめがあったら被害が大きい，リスクが大きい，このリスクをいかにして
減らすか，A子ちゃんと B子ちゃんの関係をどうしたらいいのか，それでウロウロするだけでは余
計な仕事となるのです。
　しっかりとしたビジョン，あるいは理念，こういうものが裏打ちされて初めて人間というのは動き
ます。ビジョンがないところに学びは生じません。それを生じさせるためには，その中にいかにビジョ
ン，理念，自分の思い，これを託せるかどうか。そこが色んな教育の取り組みに必要なのです。忙し
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くなると，それで仕事に振り回されてなかなかそこへ立ち至りません。
　この段階で社会が大きく変わります。次の時代へ入ろうとしています。何も元号が令和に変わった
から新しい時代ではないのです。もう既に時代の足音は次の時代，あるいは2030年に向けて色んな形
で始まりつつあります。それに向けてどう私たちはやっていくのか。それをそれぞれが見つめながら
自分の教育の原点に立ち返って，子どもたちに何を伝え，何のために取り組むのか，ここが大事なの
です。
　子どもたちに何を伝えるのか，これをしっかりとそれぞれが定義しながら，それぞれの問題，ある
いは課題に当たっていただく。これがある意味では新しい学習指導要領に基づく「深く考える」とい
う観点，ここにも通じる訳です。先生方がこういう思いで深く考えていただかなければ，子どもたち
自身も表層だけで捉えて，現象だけで仲良くする。あるいは数字だけに終わる，忙しい忙しいという
毎日を送っていかなければいけません。
　先ほどのように，余裕のある人間関係を築きながら，そこでゆとりを持って自分を見つめ直します。
そのために ICTとか色んなものを，あるいは組織変革を行います。それは支援体制です。これが本
当の意味での働き方改革です。時間を短縮するだけではなく，本当の働き方改革というのは，働きを
通じてそれぞれが自分の人生，あるいは自分の生き様・生き方，それを仕事の中でどういう具合に注
ぎ込みながら，それで尚かつその支援体制を周りにどう構築していくか。これは一人ではできません。
協力をしながら構築して働いていく，これが働き方改革というものの最終目標だと私は思っています。
　ちょっと抽象的な話になりましたけれども，ちょうど時間がまいりましたので，これで私の話を終
わらせていただきます。どうもご清聴ありがとうございました。（拍手）
（阪根）　ありがとうございました。それでは少し時間がありますので，もし質問があればお伺いし
たいと思います。まず，サテライト会場（阿南と美馬）は，いかがでしょうか。
（小堀）　はい，阿南会場です。こちらは質問はございません。
（阪根）　分かりました。では，美馬会場は，いかがでしょうか？
（池上）　はい，美馬会場です。感想とお礼を申し上げたいという先生がおります。
（美馬会場参加者）　今日はありがとうございました。大変参考になりました，御礼を申し上げます。
（以下略）
（阪根）　ありがとうございました。森田先生，いかがでしょうか。
（森田）　ありがとうございました。正確に理解していただいて，大変うれしい思いがしております。
　実は裏話をしますと，阪根先生，今日新聞に自分のコラム欄をこの広報にして書いてくださったの
です。単なる行事の宣伝文とは違うのです。文面から，今日の話は是非聞いてくださいと，私ちょっ
と尻の座りがおかしくなるぐらい持ち上げていただいたのだけど，これは大事な話や，これからは大
事だという思いがビンビンと伝わってきます。
　さすが文章が上手い名文家なのですけれども，名文家とは違うんですよ，何か情報を与えるのでは
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なくて，その情報の与え方の隅々から先生の今日のこの行事に対する思いとか熱意がバンバンと伝
わってきます。だからそれは嫌味ではなくて，前へ空気が出ると嫌味になる，過剰宣伝になる，それ
を上手いこと抑えながら，これは感心しました。
　何事もみんなそうだなと思って，単なる宣伝の記事じゃないのです。これをいかにして思いを込め
て，こういうところはどの活動でもそうですけれども非常に大事ですし，やはり人に納得していただ
いて，そして関心を持っていただくということになると，それがものすごく大事なことだという具合
に思います。
（阪根）　ありがとうございました。本当に今日聞いていただいて，皆さんの思いと先生の思いがつ
ながったように思います。それでは，鳴門会場の方で何かご質問とか，ご意見ございますでしょうか？
　では，お願い申し上げます。
（鳴門会場参加者）　今日はありがとうございました。鳴門市内の小学校教員です。
　僕も先生のおっしゃる私的な領域，個人主義が出はじめた時代に教育を受けた30代です。今の30代
は20代の大人の方も，今の子どもたちと同じような課題を抱えていると思っています。それで，そん
な自分が子どもたちの目の前に立って教育をするという時に，すごく責任と，しっかりとした自覚を
持たなければならないということも感じています。
　ただ，僕もちょっと弱い人間で，何でも自分の言ったりすることとか行動とかを，最終的には「子
どものためなんだ」という言葉で片付けてしまいそうになり，自分を顧みられなくなる場面がありま
す。そういう先生方は少なからずおられるのかなと思います。特に30代・20代の若い先生方は，自分
を顧みる機会をあまり持っていないのかもしれません。僕だけでしょうか？
（森田）　世代論だけではなくて，人間として陥りがちな罠なんですね。
（鳴門会場参加者）　はい。もしよろしければ今の若い20代の先生方に，何かメッセージでも，ア
ドバイス的なものがあれば教えていただきたいなと思います。
（森田）　ありがとうございます。色んな観点からアドバイス等も可能なのですが，今日の話に思い
至れば，やはりそれぞれ若い方というのは勉強熱心なんですよ。だからそういう何か色んなものを読
んだりして，色んなことは盛んなんです。
　若い方々よりも，その若い力を上手く引き出しながら活用する体制というのを作っていただきたい
のです。やはり今までの年功序列だとか，あるいは今までの組織形態というのがやはり全体を覆って
いました。改革するにしても，例えば，チームとしての学校づくりにしてもそうなのですが，なかな
か進みません。この進まないのは，もちろん形式的には進みます。だけど本質が何も動きません。
　今までどおり担任まかせ，役割分掌まかせです。何か起こったら，「担任の責任」と，こういう具
合に個人がプレイしていきます。生徒指導で言うと職人技の先生に頼っています。こういう個人芸・
個人技と言われるものが，どうしてもこれが主流なのです。これは，私たちの社会がずっとこれまで
自己完結型の教職観，学校経営には学校完結型の学校観・学校経営というものでずっと走ってきた訳
です。それが開かれた形でお互いの中でチームを組んで，グループプレイというところへなかなか行
きません。
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　今や時代は，子どもたちの問題というのは複雑で，あるいは家庭の問題も地域の問題も，色んな問
題を子どもたちが背負いながら生きている訳です。これらに対応していくためには，学校の場面だけ
ではだめなのです。だからこそ，スクールカウンセラー（SC）やスクールソーシャルワーカー（SSW）
なんかも入ってきましたけど，これだけでもまだ不足です。もっと社会に開かれた教育課程，これを
作っていかないといけません。
　その前提として，まず教員の意識を，教員養成で育ててきましたが，それぞれが自己完結型でした。
例えば，分かりやすい例として，非行問題が勃発すると警察と連携します。そうすると警察へ子ども
を渡すと，「教育責任を果たしていない」と言って，一時期ものすごく批判があって叩かれたのです。
そこで，警察のやるような仕事を，学校の先生が請け負いながら，ましてや担任の先生までそれを負
い被さって一人でやってきました。こんなのとてもじゃないけどできないです。ところが，それは教
育熱であり，その人の教育の思いで対応してきたのです。
　いじめでもそうです。担任に，先生方に抱え込むなと，抱え込んだら法律で罰せられる可能性があ
るぞと言います。何でそうなったのか。本来は先生が知ったら学校の中の組織を挙げて，組織の中で
対応策を立て，そしてみんなに共通理解を図って，そして防止策を進めていきます。これが今の制度
です。それが未だに先生方が抱え込んでいます。担任としての責任，あるいは教育者としての責任を
果たすために，私自身が何とかしないといけないと，みんな思っています。そして抱え込んでしまう
のです。
　では，抱え込みで罰せられる人は誰でしょうか。責任感を感じて一生懸命抱え込んで一人で奮闘し
ている，その人が悪いのか。明らかに方向が違うでしょう。組織を変えないとダメです。
　そこには今までの自己責任型のそういう社会，これは実は良い教職観なのです。先生方に自由裁量
があり，そこに自由裁量が効くから教育熱が高まります。クラスにはこういう良い雰囲気も出来あが
るし，良い面をたくさん持っています。この面は潰さないで，今のような弊害のあるところ，これを
正していきながら，その自己責任型の自己完結型の組織へ風穴を少しずつ開けていかないといけませ
ん。それがないとチームとしての学校づくりなんて，とてもじゃないけど成り立ちません。
　今日は「同僚性」という話を出しませんでしたが，同僚性を作り上げていく時には，若いとか経験
があるとかなどは関係ないのです。例えば校長・教頭は教育歴が長い，あるいはベテランの先生は教
育歴が長い，これはこれで弊害を持っています。その先生方が今の複雑なものを全部解けるのか。
　昔のOJL“On The Job Learning”，教える側がそんな解答が分からないままに誰が教えてもらえ
るのか。教えられる方も何を聞いて良いのか分からない。これはOJL，欠陥そのものです。だから
今はOJT，Lではなくて“On The Job Training”，ジョブを通じてお互いにその職制を超えて，若
い人も，あるいは高齢の人もなのです。社会学なのでそうなのですが，個人・個人の責任よりもそれ
を成り立たせている組織，あるいは制度・仕組みというものの中にその個人を潰していく根がないの
か。あるいは，そこを支援し，その人たちを伸ばしていくのは何かということを，もう一方では探っ
ていかないといけません。それが私の今の先生に対する答えです。ちょっとまた抽象的になったかなぁ
と思いますが，ひとつその辺の趣旨をご理解いただいて，あまりに個人を責める社会というのは，ほ
どほどに。
　もちろん過失はありますよ。今の日本の社会のリスク管理というのは，その辺あまり向いていない。
ヨーロッパに行きますと，リスク管理というのはマンパワーの管理です。人なるがゆえに思い込みが
あったり過失があったり，あるいは怠慢があったり色んなことがある。これが組織としてどう管理す
るかということの最大の課題だと言われています。
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　ここのところへ，やはりもちろん目を向けていく。だけど，そこのところ以外のところで，こうい
う教育の問題といわれるものになってきますと，それをどう体現させるのか，その教員の個々の先生
方をどれだけ支援し，活性化させるのか。それは，若い方々だけではなくて色々ベテランの先生も，
みんながその思いに至って，そして学校の組織づくりというものに向かうということが非常に大事な
時代になってきました。これも働き方改革の一環です。そこのところをご理解いただきたいのです。
ありがとうございました。
（阪根）　ありがとうございました。それではもう一度，森田先生に拍手を送りまして，ご退場いた
だきます。（拍手）
　ありがとうございました。以上で「第45回鳴教大教育・文化フォーラム」を終了いたします。
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主催者代表挨拶 共催者代表挨拶
阿南会場（サテライト配信） 美馬会場（サテライト配信）
鳴門会場① 鳴門会場②
講演① 講演②
－ 29 －
回答者の職種 設問１　今日のフォー ラムの“テーマ”は，今日的なものであった。
設問２　今日のフォー ラムの“内容”は，あなたに
　とって有益なものであった。
設問3　「生徒指導」について，理解が深まった。
設問４　本事業を何で知りましたか。 設問５　勤務地（あるいは居住地）は，どちらですか？
（　）内は回答数を示す。 （　）内は回答数を示す。
（　）内は回答数を示す。 （　）内は回答数を示す。
（　）内は回答数を示す。 （　）内は回答数を示す。
職場（学校）（246）
ちらしやWebで（14）
知人・友人の紹介（4）
その他（13）
無回答（1）
小学校教員（141）
中学校教員（69）
高等学校教員（1）
特別支援教員（0）
幼・保育教員（16）
大学教員（9）
学生（2）
公務員（9）
会社員（0）
その他（4）
無回答（27）
そうである（171）
ややそうである（92）
どちらともいえない（12）
あまりそうではない（2）
そうではない（0）
無回答（1）
そうである（102）
ややそうである（124）
どちらともいえない（38）
あまりそうではない（13）
そうではない（0）
無回答（1）
そうである（117）
ややそうである（108）
どちらともいえない（38）
あまりそうではない（14）
そうではない（0）
無回答（1）
鳴門市内(222)
鳴門市外(37)
県外（19）
無回答(0)
10％
5％
14％ 14％
5％
7％
5％
25％ 62％
37％
44％
42％
39％
89％
5％
80％
6％ 33％
13％
51％
3％
1％
1％
0％
0％
0％
1％ 0％
3％ 4％
1％ 0％0％
0％
0％ 0％ 0％ 0％
参加者数　316　回答者数　278　回答率　88.0%
第45回鳴教大教育・文化フォーラム　3会場　来場者アンケート集計結果
－ 30 －
【自由記述】
　○　最後の質疑応答の講師先生のお話は非常に考えさせられる内容でした。
　○　若い先生を後押ししようとして下さる森田先生の発言が嬉しかったです。頑張ります！
　○　森田先生の熱い話し方が最後にきけてよかった。疲れと忙しさの中で，熱さが減ってきている
教職員が増えてきているので，自分のことも振り返り，熱く働きたいと思った。
　○　森田先生のお話はとても参考になるもので勉強になりました。全体的なお話が中心だったので，
より具体的な話が聞きたいなと思いました。基本的な概念や現在の全体的な流れだけでなく，合
わせて各県での取り組みや参考とすべき実践例についても同時に知ることができるとありがたい
です。
　○　教育の本質にかかわるお話が聞けてとても意義深い会でした。
　○　これからの教育というよりも今の時点で非常に参考にしたい内容であり，さらにもっと具体的
な事例や内容を知り，そこから考えたり実践していきたいと思いました。また，教科指導は生徒
指導そのものであるとずっと実践を続けてきましたが，時代時代によって生徒指導も柔軟に変化
していき，自分のもっているパーツをうまく組み合わせ効果的な指導のあり方を工夫していく難
しさや楽しみも感じました。今後は特別支援的要素の強い生徒たちの指導に関する有益なテーマ
を希望します。
　○　社会の変化とともに，生徒指導のあり方が大きく変わっていることがよくわかりました。郷土
の未来を担う子どもたちの健全育成は私たち大人の責務です。子どもたちが生まれ育ったふるさ
とに誇りや愛着をもち，社会の形成者として幸せな人生を送れるようサポートするとともに，私
たち自身も様々な集団に属するチームの一員として学び続け生き抜いていかなければならないと
思いました。
　○　時代の変化にあわせた教育や生徒指導の必要性を強く感じました。これまでの教育の良い所は
認めるとともに時代や児童生徒にあわせた新しい考え方を見つめながらよりよい方法をさがしな
がら教育を進めていくために，私たちはしっかりアンテナを張り感度を高め，変革をしていかな
ければいけないと思いました。
　○　生徒指導の機能と役割について必要なことが理解できました。学校の組織としての生徒指導に
もふれられていて良い研修でした。サテライト型講演でしたので，当然映像がわかりにくく，長
時間聴くのは大変でした。サテライト型研修の効果的な利用について，工夫していかなければな
らないと思いました。
　○　教師自身が，地域の一員であることも希薄になってきているので，自分自身にとってもよい話
であった。生徒指導の本当の内容も改めて考える機会となった。
　○　社会学の観点から今日の社会と教育を的確にとらえ私たちの職務に関して参考になる内容でし
た。同時に個人主義のおそろしさを知り私の教職としての人生をもっと勉強して豊かにしたい。
　○　「何を教えるべきか」という問いは教育の内部からだけでは解明できないので社会全体の動向
の中での教育の位置づけというスタンスからのお話は大変有益であった。一方で「社会に貢献す
るとは限らない自己実現」も社会の可能性を探るという意味で重要かと思われる。（一見社会に
背いていると思われる自己実現のうち反社会的なものを除いたものも含めて）これらをどう理解
するか。生徒指導はどうにも秩序維持という発想があり，多様性をどう理解し，許容するかにつ
いては悩ましいところと思われる。考えを深めていきたい。質疑の際のお話も大変勉強になりま
した。
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　○　生徒指導についての基本的な考え方を，わかりやすく解説していただいて，よく理解できまし
た。レジメの最後の章「支援体制」のお話も詳しく聞いてみたかったです。
　○　「減点社会」から「加点社会」への転換の話が印象的でした。子どものあるがままの姿を受け
止めることから始めたいです。できていないことに目がいきがちですが，できていることに目を
向けたいと思いました。
　○　具体的な例や体験等のお話を折り込みながらの講演がとてもよかったです。「ソーシャル・サー
ビス」のお話がとても心に残っています。
　○　具体的な例も入っていたので分かりやすい。今から何が大切になるか，人間形成を行ううえで，
今何を必要としているのかが分かってきたように思える。今，何が最新の情報で何が求められて
いるのかを知ったり，考えたりする良い機会であった。
　○　指導の一方法として，「ソーシャル・ボンド」というものを知ることができました。地域・学
校と人をつなぐために，また，児童と教員を心でつなぐために，“自分には何ができるか”を深
く考える良い機会になりました。
　○　今日のお話を聞き，生徒一人ひとりとソーシャルボンドをしっかりつなげていく努力をいてい
かなければ，と思いました。教師 1人の力は小さいけれど，教師として出逢った生徒の数は数え
切れないくらいいるので，これからも熱量をもって，生徒に向き合っていきたいと思います。
　○　公私のバランス，自尊感情，ソーシャルボンドなど，生徒指導の基盤がよく分かりました。
　○　自尊感情を高めていくために，加点方法で物事をとらえたり，自分の役割を与えたりすること
が大切であるとわかった。
　○　AI のお悩み相談がある世の中ですから，生徒指導の悩みや子どもの悩みもAI が将来担って
いるかもしれないと感じました。そういう変化の中でも学校の先生は，奪われない職業であると
いう予想を見たことがあります。教師のサポートをAI が担う可能性を頼もしく思います。
　○　私は，自己有用感の育成が，自己肯定感を高めると考えています。「私」が「家族」→「仲間・
恋人」→「組織」→「社会」と段階を高めて，自分が他人に役立っていると思い・感じることで，
自分の存在意義を認識していく。現場での指導方法として，実践的と考えています。
　○　保護者・地域・家庭の教育力に大きな課題がある。学校と地域・家庭の関係のあり方について，
何か手は打てないものか。
　○　私を大事にする人はとことん私中心で，がまんしなければならない状況にあると思う。家族を
大切にする，子どもを大切にするのは当たり前として，家族や子がいる教師は大切にされている
か。
　○　日本の子どもの自尊感情は本当に低いのか疑問が残る。ローゼンバーグの尺度で日本の子ども
の自尊感情を測るのは妥当なのか考える必要がある。
　○　せっかく鳴教大と鳴門市の教員が集まるので，大学と現場の連携についての実際と可能性につ
いてパネルディスカッション等で話し合ってみたい。共に改革していけるように。
　○　集まった参加者からの質問にアドバイスをするような形がよいのではないでしょうか。この
フォーラムが自分のこととしてとらえる機会になってほしいので。
　○　シティズンシップのことをもう少し詳しく教えていただきたかった。
　○　毎年とても勉強になっています。「 8／ 8といえばフォーラム」が鳴門市内の先生方の中での
常識になっていますが，夏休みが短縮された上，懇談も夏休み前，部活もとなり，この 1日が正
直きつくなっています。可能ならば，夏休み後半になるととてもうれしいなあといつも思ってい
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ます。通常学級でも発達しょう害の子が複数名いる時代となりました。以前にもありましたがよ
り具体的なかかわりを学べたらうれしいです。
　○　現場でどのように実践すればいいか，もう少し具体例を交えて説明していただけると分かりや
すいと思いました。
　○　今日的課題ではあり，知識・理解を深める点ではよかった。
　○　日本の子どもたちの自己肯定感が低い理由がわかった。今後は加点社会の考えで子どもたちを
見ることによってほめる視点を増やしていきたい。今回のフォーラムは大学の講義を聞いている
ような感じだったので，対談方式やパネリスト方式にした方が聞きやすいと思った。
　○　生徒指導上，難しい子どもに接してきた経験のある方のリアルな話を聞きたい。現場で子ども
達と接する上で役に立ち，共感できたりイメージがわいたりする話だと嬉しい。
　○　具体的な実践事例やケースごとの学校としての取り組みなどが知りたかったです。
　○　社会学的な視点からの教育のお話というのが印象的でした。自己肯定感，ソーシャル・ボンド
についてのお話が特に興味深かったです。今日は理論のお話が多かったので，今後は実践的・具
体的なお話が聞きたいです。
　○　今日の講演では，「自己完結型の教職観」のスライドがとても興味深かったのでもう少しお話
を聞いてみたいと思った。
　○　「Ⅴ．これからの生徒指導に不可欠な徹底した組織的対応と支援体制づくり」がジャンプした
ことが残念でした。聴きたかったです。
　○　理論的な知識も大切ですが，事例等から現場でどう指導したら良いか，対応の仕方はどうかと
いうのをもっと知りたかったです。事例をふまえた生徒指導や，運動指導法（体育）（体育での
ICT活用の仕方）等をテーマにしてほしいと思います。なるほど，と思うこともあったので，私
の考えや知識が増えました。
　○　近年，生徒指導の困難な子ども達が増加している。こうした子ども達に，どのような対応や指
導のポイントがあるのか。チーム学校として，どのような支援があるのか，取り上げてほしい。
　○　幼・小・中・高・大の接続について，免許更新でお話しした木下先生のお話が実に興味深かっ
たです。連携について考えてみたい。
　○　現場を経験されている教員の方による学校経営のあり方もしくは保護者との関わり方について
教えていただきたいです。
　○　様々な認知のスタイルの子どもに対応した教授法の理論を知りたい。単一の教え方でなく多面
的な視野を拡げられるような教授法，評価法を学びたい。
　○　「子どもの力をのばすほめ方，叱り方」について取り上げてほしい。
　○　「LGBT（配慮の仕方，回りの児童の支援を得るためには等）」について取り上げてほしい。
　○　「プログラミング教育」について取り上げてほしい。
　○　「地震・防災」について取り上げてほしい。
　○　「発達障害の子どもへの対応」について取り上げてほしい。
　○　「働き方改革」，「道徳教育」，「登校支援」，「特別支援教育」について取り上げてほしい。
　○　「これからの教育で育てるべき学力」について取り上げてほしい。
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